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年には景観法が公布 施行され 景観 は法律用語になった しかしそれ以前から 景観 は
様 な分野で使用された それら異なった分野では 景観 の語は導入の経緯や使い方も異なっている 本
研究は景観用語と概念の変遷を専門分野別にたどり 明らかにしようとするもので 本報では特に地理学系
分野について考察した 本稿で得られた結論は 次の 点にまとめられる
地理学系の景観概念は ドイツ 論の影響を強く受け展開されるが ドイツでも概念規定が
不明確で 地理学の本質論に関係する問題でもあるため 日本でも激しい議論がなされてきた
景観概念は 地域 か 風景 か という問題で常に議論されてきた 景観概念の不明確さは ドイツ
の が地域と風景という 別のル ツを持つ つの意味を持つ言葉であったことに由来す
る また 類義語である や風景には地域の意味が存在しない点が大きい
近年は 自然地理学では 生態学と結びついた 地域 の研究 また人文地理学は 英語圏の
の解釈から 風景 といった人間を主体としたイメ ジや認識論からのアプロ チによる概念研究がな
されている
景観 ランドスケ プ ラントシャフト 景観概念の変遷 地理学系分野
景観概念の変遷を考察していく 図 がそのまとめであ
る 既往研究は 詳細なものは 敗戦前 までの研究しか
年 景観法が施行された 景観法は 日本の都市 なされていない
農山漁村等における良好な景観の形成を促進するため 景
観計画の策定その他の施策を総合的に講ずることにより
美しく風格のある国土の形成 潤いのある豊かな生活環境 地理学系分野の景観概念は 年代にドイツ地理学界
の創造及び個性的で活力ある地域社会の実現を図り もっ のラントシャフト 論を日本の地理学界が最
て国民生活の向上並びに国民経済及び地域社会の健全な発 新の重要テ マとして 位置づけ導入を図ったことに始ま
展に寄与することを目的とする としている ただ 法で るが その の訳として 三好の 景観 を使用
はあえて 景観 用語を定義していない 景観は 研究分 することによって問題が生じてくる ラントシャフトの議
野が多岐にわたっており 分野によって景観概念も異な 論は 手塚章 ドイツ地理学におけるラントシャフト論の
る 筆者らは 今後の景観行政の発展や有効な景観計画の 展開 に詳しい それを要約すると以下のように
策定のためにも 専門分野別の 景観の概念の変遷や用法 なる
の明確化が必要と考えた 特に本報では地理学分野につい ラントシャフトの概念は 世紀のドイツ地理学にお
て明らかにする いて 中心的なテ マの一つ
年 三好学によって 年に 景観 用語の初使用 ラントシャフトという語自体が 数多くの異なった意
された 年までの期間を対象に 景観及び景観関連 味に用いられる語 ラントシャフトの概念規定が 研
ここでは景観 風景 の語と概 究者によりその内容を異にしたりする 概念研究は
念 に関して 本報では主に地理学分野での著作 地理学の本質にかかわる 理論的問題を含んでいる
物における論文 著書等を網羅的に調査し その中の主要 地理学でのラントシャフトという概念規定や用語法上
文献を時系列にまとめ そこから景観概念の変遷過程や背 の不明快さは ドイツにおいてすらラントシャフトと
景 地理学分野の特徴や評価を考察する いう語に常につきまとう問題であった
地理学分野の景観概念の既往研究として 岡田俊裕の著 近世以降 ラントシャフトには 大きく分けると 地
書 論文 特に 敗戦前の日本における 景観 概念と 景 区 地域という意味と 風景 景観という意味の つ









    
 
     





      

  
     
 

   

   






      
    
  




   
	   
     




   
       















































/. + ,* ,1 ,**3





















の定義例と和訳シャフト 景観 と表現するならば 一般的にラント















の戦前の訳語として 風景 風土 景相 地理的景観
地理学的景観 景域 景観 風景形態 地相景 環
象 地郷 等の訳語を挙げている 多くの訳語が提案さ
れ このことは言語の意味杷握が難しいことを示してい
る は訳語だけでなく 様 な概念解釈が行 個性的接触面を 其の比較的明瞭な一面である地表に即
われた また 岡田は の日本での 敗戦前の して 従来一般に用いられて来ている地域なる言葉を採用
定義例 として 地域 単位 の総合的内容 類型とし し 地理的地域なる言葉で表したいと思う と記述して
ての地域 地域の可視的 形状的側面の 分類を行って いる
いる その中で 飯本信之は の訳語としての 景
域 を 戦後まで一貫して主張し 渡辺光や 地理学系以
外の分野 緑地学の井手久登等 でも採用され 現在でも
年代中ごろから 新しい の理論導入に 使用されている 年に飯本信之は 政治地理学 の
伴い 活発な議論が戦前まで行われる なかで 新しい地理学の概念が生まれて来た それはシュ
年 辻村太郎 は 地理学評論でパッサ リュ タ に依て提案されたもので 物質に充たされてゐ
ルゲの著書 を紹介し その冒頭で る限界ある地的空間即ち景域を地理的研究の中心に置かむ
を風景や景と訳し 風景を正確に論述することは地理学 とする 景域 は独逸語の の訳語である
者の仕事の大部分を占めている と記述し日本のラント ランドシャフト本来の意義は景色 風景であるが 厳密に
シャフト論がスタ トする 言えば一望の中に収まられ得る地球表面である 芸術家は
表 に示すように の定義例として 初期 之を見れば主観的に感受するも 地理学者は之を総体とし
の時点のでは 地域の総合が大半であったが 年以 て客観的に叙述する 此のランドシャフトの邦訳は実に
降は 地域の可視的 形状的側面 の主張が多くなる 困難であって 我国の地理学界に於いて用ひらる 訳語で
表 で 地域の総合的内容 としてあげられている も景観 景相 景等がある 併し孰れも地理学的風景即ち
のは 年の大内武次が初めである 大内は 人文地理 狭義のランドシャフトの含蓄する所の限界ある地的空間の
学の地位 のなかで ヴロ がその著 地理学論 に於い 概念を表明して居ない として の訳語に景域
て鳥瞰的観察の必要性を強調し それは結局 地理学的風 を提案している 地域の可視的 形状的側面 は辻村
景 として表現せられなけれ 太郎が中心であり の訳語は主に景観を使用
ばならないと云い これは 地域に於ける地上現象の綜合 している 辻村の景観概念に関しての記述では 景観 と
体を最もよく指し示すもの で この綜合を表現する風景 いう用語は三好が初使用と明記しているのが特色である
は絵画に於いて 文学に於いて 自然科学に於いて用ゐら 年辻村は 景観地理学講話 で 景観は独逸語の
れる風景の語とはその意義を全く異にするのであるから に対して 植物学者の三好博士が与へられた
ヴロ はこれに冠する地理学的と云う言葉を以ってした 名称である の概念として 大体に於いて眼
地理学的風景を地理学は認識して これを表現する地理 に映ずる景色の特性と考えて差支ない ドイツの地理学者
術語が必要であるとし 最近独逸地理学者が最近 風土 の中に景観地域 を景観と呼ぶ人も
なる語を使うに到ったのも同様である と なくないが 混同を防ぐ為に此処では地域の意味を含ませ
記述している ない と記述した この書籍は写真使用し景観を解説し
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分類し 景観地理学という分野を確立したとされている 構成に参加する多数要素の統一であり 総合像である と
景観 という用語をめぐって 年に三尾良次郎と して 景観は次の如く定義することができよう 主として
胡越生 無署名 とのあいだで 議論がおこった 視覚によって認知される場所の有形的な像
三尾は 景観 といふ用語を改めたい の中 が景観である トロ ル が従来行われた景観概念
で 景観 の意義は風景又は外観などの語とそれと大体 を比較考察した中に 一つの景観は一定の相観




る と記述している 年 佐 木博は 地理学辞典 で 景観の定義を
一方 胡越生 無署名 は 景観 は 景観 でよい 以下のように記している これは 現在でも地理学で標準
で 次のように反論した 近代的地理學の発達は 的な定義とされている 地理学で用いる景観 地理景
その対象となる事象を科學的に微に入り紬を穿って分析的 観 とは 任意の広さの地表断面片であり その地表面断
に研究し 更に此等を有機的に綜合することによって達成 片は その外貌と内在する諸現象により また内外の位置
されたのであるが 地誌の叙述には尚ほ之だけでは到底完 関係によって一定の性格を持つ空間単元で 別の性格を持
成され得ぬ或るものが常に残存することを否定出来ない つ周囲の地表面とは区別して取り出せる としている
諺に云ふ 百聞は一見に若かず は即ち是れであり 茲に 年に西川治は 景観論の学際性と民衆性 の中
於て分析綜合の科學的攻究法とは別の立場をとる 景 で 景観に対して標準的な定義を与えたのは ビュル
観 なる概念は上述の如く直観的 主観的 芸術的のもの ガ で それによると ランドシャフトは地球表
であって 決して分析して考へるものでないと 叉斯様な 面の一部であり その外観 諸現象の相互作用 内外の位
分析では到底景観本来の姿を代表し得ない と記してい 置関係によって一定の性格を備え その周囲から区別され
る る空間単元である としている さらに西川は 景観とい
野間三郎は戦前 戦後を通じ 景観の概念を フンボル う多義語の仕分けが必要として 筆者は任意の地表面の一
トや の語源も含めて研究を行ってきた 部を構成する物的複合には景体をあて その相観には景観
年 野間は 近代地理学の潮流 で のドイツ語 を用い その特徴的な空間的なまとまりを景域とし 視知
字典をみても が古くから多くの意味に用い 覚によって把握された景体像を景像として相互に区別する
られていたことは一目であきらかになるが それらは縮め ことを提案したい としている
て八種の意義に分類されている しかしもともとそれは 年 田村百代は 地理学における 景観 と 相観
位置及びその自然的性質に於いて関連のある一帯の地 土 わが国地理学界での混乱 で 景観 はドイツ語の
地の複合体が根本義だとされていて 通常考えられている の訳語として紹介されたわけであるが 当
様な風景という意味は派生である が多くの 初から二通りの意味で理解されていた 景観 は 現在で
地理学的観察に範型を与えることになった景観の相観 も日本の地理学界において景色 風景の意味に利用される
は 地理学的地域の形態 ことも多く 相変わらず地域と景色 風景との二通りの意
学的研究を方法的にも樹立したものであった 味で使用され続けている と記している
は の研究という点に於いてもその近代的な出 年代に入ると トロ ルが提唱 した景観生
発点であり 古典であるともいえる としている また 態学が 日本の地理学界でも本格化してくる 景観生態学
野間は 地理学総論 でも 同様の主張をしている の初記述は 年で 西川が トロ ルの景観生態学を
終戦後から 年代にかけては景観概念の文献数や景 エコト プ という用語とともに紹介 している
観の議論は少なくなっている 年杉浦直が 景観生態学の理論と方法 で ドイツ
そのなかで 米国でも と の語 の景観生態学を紹介している
源から来る差異について日本と同様な課題が生じている それによると 景観生態学は いわゆる景観論の流れと
年 ハ ツホ ン 地理学方法論 原書 密接な係わり合いを持って成立した しかし景観
は 英語の という言葉が普通に含んでる意味 という用語に関する過去の煩瑣な議論は つとに知
は もしもこの言葉が明らかに外面的可視的な地球の表面 られており 景観生態学においても その概念上の定義は
を意味するものと定義されたならば 地理的に大いに価値 もとより簡単な問題ではない と記す 年にも杉浦は
あるものであることがわかる われわれが定義したよう 生態地理学 で 景観生態学における 景観
な意味に対しては いろいろな筆者が用いている の概念は 単なる地球表面の形状ではもはやなく
景観像 という言葉が一番よいであろう と 地域における諸現象と諸作用の因果関係で結び付られた複
と の相違点について具体的に述 合体である したがって その実態の把握にとって 生物
べている 界と無機自然との因果関係を追求してきた生態学的アプ
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相貌学の発達 で という語は 概念の系譜
からするとドイツ語の の翻訳語として 英語
年 石井英也は 地域と環境 で 地理学にとっ 圏の地理学にあらわれたと考えてよい しかしまた別に
ての景観は 当初 視覚によって認められる地表の相貌 イギリスの ホスキンスやアメリカの ジャクソン
つまり地表現象の形態の解明と解釈されていた しかし におけるこの語の使用は そのようなドイツの景観概念に
ある景観はさまざまな要素からなっており それらの要素 由来するとはいえない もっと土着的な意味に根ざすもの
はいずれもそれ単独で存在しうるものではない 景観は であるものであると見られる また イギリスの文化地理
要素相互が密接に絡みあってはじめて維持されるものであ 学者で 景観概念についての研究書を著した デニス コ
る それゆえ 景観全体の連関構造の解明 すなわち生態 スグロ ブは 景観 を 世界を見る一つ
学的観点が重視されるべきという主張がなされるように の方法 であると述べ これ
なった と生態的観点の重視を記している が外部世界の情景を描いたり イメ ジを記述したりする
年 横山秀司は 景観生態学 で 年 ドイ 思想であること すなわち一つのイデロギ 的性格を有す
ツの地理学者 トロ ルによって創始された景観生態学 ることを強調する 景観とは歴史のある段階で ある階級
は 年代より自然地理学を中心に研究が蓄積され の出現によって可能となったものの見方であると考えるの
年代には地理学の一分野として確立した と経緯を述 である かれは 景観とはそれを能動的にみる人間によっ
べ さらに 景観と生態学 で 景観生態学の て 主観的に構成されるものであり 単に見られる世界で
対象とする景観とは 単なる風景 景色ではなく 景観形 はない と 景観は客観的なものではなく主観的なものと
成に関わりをもつ地因子 気候 地形 土壌 地質 水 している
動物 植物 の相互作用や 人間の作用の関与によって形 年の には
成され 地表面で表現された空間統一体としての景観 と コスグロ ブ 年 はイメ ジ か物
記述している としてというより 見ることの方法 としてのランドス
年 杉谷隆は 風景の字典 の 伝統的地理学に ケ プを再定義した と書かれている
いう景観とはなにか のなかで 伝統的意味での景観と 年 阿部一は 空間の比較文化史 で 風景 ラ
は 風景すなわち 人間に見えた地域の像 のことではな ンドスケ プ は 環境の特定の 見かた による知覚像
く 同質の像を見せる地域そのもの を指す とし さら やイメ ジである そして その 見かた とは 風景と
に 最近の人文 社会系で景観研究の看板を出す場合は はこういったもの というイメ ジである そのイメ ジ
景域ではなく 風景としての景観を対象にする と記述し に基づいて 風景が見いだされる ところが風景のイメ
ている ジとは 風景以外のなにものでもない したがって 風景
年 千田捻は 風景の文化誌 で 地理学にいう は環境の 見かた そのものである われわれは 風景と
は地域の統一体 土地の複合体を意味するの いう外的なものを一般化して取り出すことはできない ど
であり ドイツ景観学はこの意味にしたがって形成されて んな環境であっても われわれが風景と見なすとき それ
きた しかし 地域がそれを構成する諸要素によって成り は風景となる 風景という 見かた によって 環境は風
立つ統一的複合体といっても 諸要素のつながりをどのよ 景として知覚されるとしている
うに解き明かすのか至難のこと つまり 景観の複合性と 年 西部均は 日本における景観論 風景論 で
いうのは科学的な叙述よりも文学的に語らねばならない 客観的な土地の形状を問うときに景観を 主観的な土地
イメ ジの世界 また 可能な限りわかりやすい日本語に の意味を問うときに風景を使い分ける一般的傾向がある
するならば は 土地性 で は しかし 景観 風景という現象は 焦点の当てどころによ
風景 であろう 今 人文主義地理学の対象となるもの り 又観察される出来事の展開次第で 物質の相が突如と
は 風景でなければならない 風景はそれを見る人によっ して見えたり イメ ジの相が深く感情を突き動かしたり
てさまざまに見えるということを とりあえずのよりどこ するが それはあくまで同一の現象に備わる位相の違いに
ろとして 地理学は景観からの呪縛から逃れようとしてい 過ぎない 時には景観 風景としか言いようのないものを
る と記述している 目にする として景観と風景の概念の再考を促している
年代に入ると 英語圏の 論が 日本の
地理学界にも本格的に影響を与えてくる
オックスフォ ド地理学辞典 では 地理学系の景観論は 年代 ドイツの
の訳として 土地景観 としている の 論が日本に導入されたことからはじまる しかしその概念
意味は 地域 地域の外観 または その外観を作りだす や訳語に関して激しい議論がおこなわれる 現在では 伝
対象の集まりのこと サウワ が 年に地理学に 統的な地理学概念では 地域 の総合 が 訳語としては
おいて初めてこの用語を用いた 彼は 景観という概念は 景観 におちついている
人間とその環境との相互作用の現れであると主張した と 近年の景観研究では 自然地理学からのアプロ チとし
記述されている て 代表的なものとして 景観生態学 がある 横山によ
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岡田俊裕 日本における 景観 概念と 景観 学論
人文地理学 頁
手塚 章 ドイツ地理学におけるラントシャフト論
の展開 筑波大学 人文地理学研究 頁
原書
形 土壌 地質 水 動物 植物 の相互作用や 人間の を使用しているのは の概念からきているこ
作用の関与によって形成され 地表面で表現された空間統 ともある そのため この分野として風景と景観は ほぼ同
一体としての景観である とされている 様という立場に立っている人が多い しかし
一方 人文地理学では 年代以降 景観に内包され の景観では語源からしても 論としても 景
た地域の文化を解釈しようとする議論が起こり 加えて近 観は地域か 風景かの激しい議論が行われてきたのは 図
代合理主義にたいするアンチテ ゼとしての人文主義地理 からも明らかである
学の活性化に伴なって 空間 認知 景観が有する価値 以上 景観概念の不明確さは ドイツの が
心に映ずる景観像などについて考察されるようになってき 地域と風景という 別のル ツを持つ つの意味を持つた
た とされ 特に英語圏のランドスケ プの解釈から めの言葉であったことに由来することが考察された
都市において 目に見える景観から その背後にある目に 辻村太郎が景観という訳語をあて 三好学が景観を初使
見えないパタ ンや作家の意図やメッセ ジを読み取ろ 用したのを襲用したと明記 した しかし 三好学
うとする 景観テクスト論 や 景観 は見るための方法 が景観という用語を初使用 して長時間たち 一般
というような 様 な景観のとらえ方 にも広まっていた その 景観 を の訳語と
が展開されている 千田のように 人文主義地理学の対象 しての景観を当てたことにもよる また類義語である
となるものは 風景でなければならない として 風景 や風景には地域の意味が存在しない点が大き
を使用しようとする考えもでているのである い
景観概念は 大別するに 二つの系統がある 一つは 地理学系の景観概念の変遷をまとめる
ドイツの の概念に基づくものであるが ラン 年代の後半から ドイツ ラントシャフト論の影響
トシャフトには 地域 同質の像を見せる地域 風景 をうけ日本でも の翻訳 概念の解釈 検討
人間に見える地域の像 の意味があり 地理景観は と が行われた ラントシャフトの概念検討は 年代が
なる 地理学系 景観生態学 は の観点が中心的とらえ もっとも盛んであった
方である 文学系 工学系 造園学系など他の分野が主に そのなかで 地理学の第一人者であった 辻村太郎は
の観点が中心である は英語の 風景の の訳語として 景観 概念としては 風景
ように人の視線 見えることに重点がおかれている概念で をあて さらに 地域の意味を含ませない とした しか
ある この基本的な違いが 現代の景観概念を混乱させて し 地域 は地理学上で 地誌学 と関係が深く重要な分
いる原因ではないか 景観とは 地域か 風景かまた 野である 景観概念は地理学の本質にかかわる問題を含ん
として と を包含 地域 風景 したものかの議論 でいることでもあり 激しい議論がなされた
である 戦後からは景観研究は少なくなり 景観概念も明確でな
この混乱の原因は の語源にさかのぼって くなった
考える必要がある 主な景観 風景 同義語としての オ 年に佐 木は 景観とは 任意の広さの地表断面片
ランダ語 ドイツ語 は共に 世紀 であり その地表面断片は その外貌と内在する諸現象に
末に初出現する は類似の意味を持つラテン より また内外の位置関係によって一定の性格を持つ空間
語 国 地方 領域 が存在 単元で 別の性格を持つ周囲の地表面とは区別して取り出
し 地理的表現の用語であった それが 年頃に せる として これが標準的な定義とされている
風景画 という意味が用語に重ねられ描写表現分野の意 現在でも 日本の地理学会において景観は 地域 と 風
味をもつようになる この時点で は地域と 景 との二つの意味で使用され続けているといわれている
風景画という つの意味を持つようになりその後 風景と が 伝統的地理学にいう景観は 風景 ではなく 地域
いう言葉にもなっていく をさすというのが一般的な解釈である
一方英語の の語源はまず とし 近年は 自然地理学では 生態学と結びついた景観 地
て 風景画の意味での描写表現の分野で 年初出現し 域 の研究 また人文地理学は 英語圏の の解
ており 世紀までは活用されるが現在は使用されていな 釈から景観 風景 といった人間を主体としたイメ ジや
い 世紀に入って英語 が出現 年 初 認識論からのアプロ チによる概念研究がなされている
出現 これは風景という認識分野において オックスフォ
ド辞典第 義 する は風景という用語 認識
分野 から出発するので 地域という意味は含まれていな
い
の風景は と類似である 工学系 造園学
系の分野は英語圏の の概念の影響が考えられ
る 特に 造園学 はアメリカで成立した
を翻訳したものであり また工学系の景観
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a legal term. However, before then the term had been used in many ﬁelds in di erent ways. Developing
: With the enactment of the Japanese Landscape Law in , (“landscape”) became
di erent processes of introduction and usage of the word, each ﬁeld has its own concept of landscape.
This study traces di erent transitions of the concept by ﬁeld, and clariﬁes their di erences with
particular focus on the ﬁeld of geography.
( ) The concept of landscape in Japanese geography developed under strong inﬂuence of the
German concept, This concept, however, is ambiguous even in Germany. Since it concerns
the essence of geography, its signiﬁcance has been under heated debate in Japan.
( ) The focus of the debate has always been whether should be understood as “geograph-
ical area” or “scenery.” This confusion stems from the fact that the German has this double
meaning. Another element that contributes to this confusion is that the English concept of landscape
or the Japanese concept of does not have the meaning, “geographical area.”
( ) In recent years, in natural geography, areas have been studied in conjunction with ecology.
In human geography, on the other hand, the images of scenery have been studied from human points
of view, and the concepts of scenery from epistemological points of view, under the inﬂuence of the
American interpretations of landscape.
: landscape, change in the concept of landscape, concepts of geography
by ﬁeld
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